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1 研 究 目的

幼児期 の音楽 リズム教育 は, 音 楽的側面 と身体

的側面(動 きの リズム)を 共 有 し, そ の両面か ら

幼児の創 造的 自己表現活動 を とらえて いくことが

で きよう。

本研 究は, 身 体の動 きを通 して音楽教育 の独 自

の方法を確 立 した エ ミール ・ジャック ・ダル ク ロ
ーズ(Emile Jaques Dalcroze 1865～1950)

の リズ ム教育 を, 音 楽 と身体 の動 きの関連 性か ら

考察 し, 現 代 の音楽 リズ ム教育 におけるひとつの

視点 を求 めよ うとす るものであ る。

皿 研 究方法

ダル クローズの著 書並 びに ダル ク ローズ研究書

による文献研究。(原 著及び和訳を比較検討 した。)

対象文献

(1) E. J. Dalcroze "Le rhythm, lamusique

et Peducation"

(paris: Fishbacher 1919年)

板野平(調 「リズムと音楽と教育」

(全音楽譜出版社1975年)

(2) E. J. Dalcroze "The Jacques-Dalcroze

Method of Eurhythmics; Rhythmic

Movement" (ondon: Novello and

Company: 1920年)

板野平(訳)「リズム運動」

(全音楽譜出版社1970年)
(3) Frank Martin "Emile Jacques Dalcroze;

L' homme le compositeur le createur

la Rhythmique" (Baconniere 1965年)

板野平(詞 「エミール ・ジャック・ダルクローズ」

(全音楽譜出板社1977年)

(4) Elsa Findray "Rhythme and Movement

Application of Dalcroze Eurhythmics"

(summy 1971年)

小野進駅)「ダルクローズ ・リトミックによ

るリズムと動き」

(全音楽譜出版社1973年)

対 象文献の(1)に 関 して は, KJ法 的手法を用 い, 

リズム教育に関す る論述文章302箇 所 をを抽 出し, 

その うち音楽と身体に関す る論述箇所63に ついて

分類 考察 した。

III 結 果 及 び考 察

ダルク ローズの リズム教育 論にお ける音楽 と身

体 の動 きについて, 4つ の観 点か らその関連が述

べ られよ う。 第1に, 音 と動 き と リズ ムの関係

で あ り, これ は, 音 楽 と身体の動 きの前提 とな る

包括的 なと らえ方 であ り, 第2に, 筋 肉感覚 と リ

ズムの関係 は, ダ ルク ロ ーズ ・メソ ッ ドの中核 を

なす もので あ り, 第3に, 音楽 と身体 の動 きと感

情 につ いて はさ らに2分 類 され, (1)身体 ゐ動 きと

感情 について の関係, (2)音楽 と身体の動 きと感情

についての両面か ら考察 でき, 第4に, 身 体 の動

きを音楽芸術 に類似 した芸術 であ るとみな して い

る とい う観点か ら考察で きよ う。

a音 と動 きと リズムの関係 について

「音楽 は音 と動 きか ら成 り立つ 」(対 象文献(1)

p.43以 下 同様)と 述べ られてい る様 に, 音 楽の成

立要因と して音(lasonorite)と 動 き(lemouvement)

が 並 列されてい る。(こ こで の 「音」 は, 響 き, 

音 色, 音 色, 高 さ, 強 さ の全体 を もった音の響 と

と らえ られ, 単 に音 とい うと, lesonの 原 語があ

て はまる。)さらに, 「音 楽 の2つ の重 要な要 素は

リズ ムと音であ る。」((1)p. 49)と されてい るが, 

この リズ ム(le rythme)と 音(le sonorit6)

の 関連 については, 「音は(le son)は 二義 的 に

動 きを型 つ くるものであ り, 一 義的 には リズムが

動 きを型 つ くる」((1)p. 43)の よ うに, 音 と動 き

の間に は, リズムが媒体 と して重要 な位置 を占め

てい ることが推 測され る。(和 訳で は, leson

とla sonorite共 に 「音」とされている)((1)p. 46)

ま た, リズ ムと動き については, 「音楽 で最 も

有力 な要素で あ り, 人 生 に最 も密接 な関係があ る

ものは, リズ ムそ して動 きで あ る!」((1) P57)

と 述べ られてい る。(和 訳で は, 「リズム運動 」

(le rythme, le movement)と して いるが, 「リ

ズム運動 」の語は, 他 にle mouvernent rythme

の 訳 とされてい る ことか ら, この部分は上記の よ

うに捉 えた。)((1)p. 63)

b筋 肉感覚 とリズム, 音 楽的ニュアンスについて

ダル ク ローズは, 「内的聴 力(imer ear, me

Oreille interiteure)」 を「すべての機能を形成す

るのに必要 な器官」 と して定義 し, ま ず, 「頭脳

や耳や喉頭を開発 する」ための練習 を考案 し始 め

た。((1)p . 10)

そ して, 「聴 感覚 をさ らに完全 にす るため筋肉

感覚(museular sensation, les sensations

musculaires)」 を 提唱 し始 めた。 この筋肉感覚

については, 「音の響が浸透す る ことによ ってつ

くられ た生理的現象 」と定義 してい るが, つ ま り

具体的 には, 「音高の ニュアンスだ けではな く, 

強弱 の勢 いや, 動 きの いろい ろな速度 を も感知す

る ことが必要で あ る。」とい うことをさ してい ると

考え られ る。((1)p48, 49)こ こでい う 「強弱の勢

い(fenergie dynamique)」 は, 「エ ネル ギーに関

す るす べてのニ ュア ンス ー フォルテ, ピアノ, 

ク レッシェン ド, デ ィ ミヌエ ン ド」を指 して いる

と推 測 され, 「動 きの いろいろな速度(plusou
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moins grande rapidite des mouvements)」 は 「時

間 に関す るすべてのニ ュア ンス ー ア レグロ, ア

ンダ ンテ, ア チ ェレラン ド, リテ ヌー ト」を指 し

ていると考 え られ よ う。((1)p. 57)こ れ らのニ ュ

アンスを 「単 に耳か らだ けで なく, 筋 肉感覚 か らも

感知 され なけれ ばな らない。」と強 調 して いる。同

様 に リズ ムの感 知につ いて も 「聴覚 と筋肉感覚 に

よ って同時に受 けとめ られ る。」として いる。((1)

p49, p. 50)

ま た, この筋肉感覚 によ る感知の重要 性か ら,

身 体 を通 した リズム教育の方法が導かれ るのだが,

そ れにつ いて は 「筋肉を収 縮(le contraction)

や 弛緩(le decontraction)に, 身 体 の線を時間

と空間の中での拡張 や収縮 に慣 れ させ る」 ことを

原則とする方法 により, リズ ムへの直覚力(instinct)

を 助 けると述べ ている。((1)p. 57)こ の 原 則にも

とづ き, ダ ルク ローズが, リズ ム指導 を実践 した

結果 「リズムを表現 で きる筋肉組織 を もっている

だ けでは不十分で あ り, そ れ に加えて何 よ りもま

ず想像 した り分析す る能力 と, 表 現す る身体 の間

で連絡(com-munications)が 確 立され ねばな

らない。」と指摘 し, 筋 肉感覚 に加 えて「神経組織 」

の重視を述べて いる。((1)p. 58)

c音 楽 と身体 の動 き と感情 について

(1)身 体 の動 きと感 情 との関連 は 「身振 りそれ

自体 はなんで もない-つ ま り身振 りの価 値 は,

それ をもた らした感 情に よるので ある」((1)p. 126)

や 「示 された感動を動 きに伝達す るの に十分 なよ

うに筋肉感覚 が発達 されれ ば, 美 的活 動が啓発 さ

れ るであ ろう。」((1)p134)と い うように,動 き

を もた らす, 感 情や感動 に着 目してい る。次 いで

(2)の, 音 楽 と身体 の動 きと感情 についてみ るど音

の リズムに よって想起 され たす べての美的情緒 を

態度 や動作 に自然 に移行で き るよ うな, 音 楽 の響

きわ たる共鳴や感受性 を もった楽 器 になるべ きで

あ る。」((1)p. 106)と 「音楽 によって呼 び覚 ま さ

れた感情 を身体 で表現す る。」((1)p. 149)の よ う

に, "音 楽 →感 情→ 身体"の 連鎖が み られ る。

(1)とあわせ て考察 す ると"感 情, 感 動 → 動 き"

を もた らす方 向性を(1)(2)共 に有 して いるが, 音 楽

との関連を みると, 感 情, 情 緒 を想起 させ るもの

と して, 音 楽が位 置づ け られ, 音 楽 と動 きの間 に

感情, 情 緒が, 中介 す ると考 え られ よ う。

さ らに, 音 楽→感情→ 身体の表現の努力 にお い

て 「この感情が, 身 体機 能に浸透す るのを感 じ…

(中 略)……個性的で生 き生き した感情 にな るの

を感 じる。」((1)p. 149)や 「動作 は音楽の情緒 を

明確 に し」((1)p . 109)と い うよ うに, 身 体の動

きを通す ことで動 き→感情 の方 向性の朋芽 をみ る

ことがで きよう。

d身 体 の動 きに よる動 的造 型 について

動的造型 とは 「身体を通 しての音 楽的 な感情 や

感覚 の表現 についての完壁 さの追求 は, ……動 的

造型 とか生 的造 型 と呼ぶ ことので きる芸 術分野 に

はいる。」と定 義 され ている。((1)p. 133)さ らに,

ユ ー リズ ミックス(Eurhythrnics, rhythmique)

と動 的造型(Plastique animee)の 関 係につい

て 「ユ ーリズ ミックスの練 習は完全 な芸術 を自分

自身の中に設 立す る。……動 的造型 についての訓

練(les etudes)は, ユ ー リズ ミックスの表現媒

体を よ り調和 を持 った装飾的 な もの に し, ……身

振 りや姿 勢を洗練す る。」とい うよ うに, ユ ーリズ

ミックスの より洗練 され, 完 壁 さを追求 したもの

を動 的造型 と している。((1)p. 133)

ま た,「 身体が リズムや リズムの ニュ アンスに

関 して音楽 的 にされ, 十 分 満た され るよ うにな っ

た ら, 動 的造型 は, 徐 々に高 尚で, それ だけで足

りる芸術 に発展 して い くで あ ろう」の よ うに, 音

楽が基盤で あ り, 動 きの 「音楽 化」を 目的のひと

つに している ことが, あ らわ れて いる。((1)p. 135)

以 上, ダ ル ク ローズの リズ ム教 育 にお ける, 音

楽 と身体の動 きを要約す ると,

1. 音 と動 きの媒体 と して リズ ムが あ り, それ

は身体的 なもので ある。

2. 内 的 聴力 と して, 聴 感覚 の他, 筋 肉感覚 に

よ る リズ ムニ ュア ンスの感知及び神経組織 の

重視 が強調 されて いる。

3. 音 楽 と身体の動 き と感 情の関係は, 音 楽 に

よ り想起 された感情が, 身体 の動 きを もた ら

す よ うに, 音 楽 と身体 の動 きの中介 として感

情が位 置 して いる。

4. 身体 を通 した音楽 的感情 の追求 は, 動 的造

形 と して音楽 に類似 した芸術 と して認 め られ

る。

以上の よ うに, ダ ル クローズの リズム教育 は,

音 楽 と身体 の動 きの関連を, 音 楽 リズ ム獲得の だ

めの身体の動 きと してだけ とらえて いるのではな

く, 身 体 の手段化 を越えて, 音 楽 的感情 と身体の

動 きを 追求 し, 音 楽 に類 似 した芸術で あ ると位 置

づ けて いる。この点 は, Findray(対 象 文献(4))

で 一 部ふ れ られて いるが, 従 来 の ダル ク ローズ研

究で は, 明 確 にされ ていない。

今回 は, リズム教育 論にお ける音楽 と身体 の動

きの関連 を文献上明 らか にす る ことにと どま った

が, 今 後は, ダ ル ク ローズ ・メ ソッ ドの分析 と照

合 して, 理 論 と具体的 指導法 の矛盾 を明確 に し,

さ らに現在の幼稚園教育 内容 と しての 「リトミッ

ク」の検討を行 い, ダ ルク ロ ーズ ・リ トミックの

問題 点に言及 したい。
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